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(57)【要約】
  モジュール式工具ホルダ（２０）は、基部セクション 
（２６）から上向きに延在するほぼＵ字形のライザ（２ 
４）から構成される直立した本体（２２）を含む。各基 
部（２６）の一方の側からは水平に延びる舌部（２８） 
が突出し、各基部の反対側には相補的な水平に延びる溝 
（３０）が形成されている。１つまたは複数のスペーサ 
（３２）、（３４）、（３５）、（３６）、（３８）、 
および（４０）が、本体（２２）の基部セクション（２ 
６）の間に配置される。スペーサは、スクリュードライ 
バ、レンチ、およびプライヤなどの様々な工具を受け入 
れて保持するための様々な構成とすることができる。本 
体（２２）およびスペーサは、引き出しおよび工具箱、 
ワークベンチおよび他の場所に異なる工具セットを収容 
するために、無数の構成で組み立てることができる。

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全32頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 さ お よ び 幅 を 規 定 す る 、 上 向 き に 延 在 す る 少 な く と も １ つ の 本 体 で あ っ て 、 前 記 本 体  
が 基 部 を 備 え 、 前 記 ラ イ ザ が 前 記 基 部 か ら 上 向 き に 延 在 し 、 前 記 ラ イ ザ が 前 記 本 体 の 前 記  
幅 お よ び 高 さ を 規 定 す る 、 本 体 と 、
　 高 さ お よ び 幅 を 規 定 す る 少 な く と も １ つ の ス ペ ー サ で あ っ て 、 前 記 ス ペ ー サ が 基 部 を 備  
え る 、 ス ペ ー サ と 、
　 前 記 本 体 基 部 お よ び 前 記 ス ペ ー サ 基 部 は 各 々 、 そ の 中 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の 溝  
と 、 隣 接 す る 本 体 基 部 ま た は ス ペ ー サ 基 部 の 溝 内 に 係 合 可 能 で あ る よ う に 前 記 本 体 基 部 お  
よ び 前 記 ス ペ ー サ 基 部 か ら 突 出 す る 少 な く と も １ つ の 舌 部 と を 規 定 し 、
　 工 具 を 保 持 す る た め に 隣 接 す る 本 体 の 間 に 配 置 可 能 な 少 な く と も １ つ の ス ペ ー サ と 、
　 を 備 え る 、 モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 本 体 ラ イ ザ が 、
　 前 記 本 体 基 部 か ら 上 向 き に 延 在 す る 、 横 方 向 に 離 間 し た 脚 部 で あ っ て 、 前 記 脚 部 が そ れ  
ら の 間 に 間 隙 を 画 定 し 、 前 記 脚 部 と 前 記 間 隙 が 前 記 本 体 の 前 記 幅 を 規 定 す る 、 脚 部 と 、
　 前 記 本 体 基 部 か ら 遠 位 の 位 置 で 前 記 離 間 し た 脚 部 に ま た が る ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン と 、
　 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 脚 部 が 上 端 部 を 有 し 、
　 前 記 ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン が 前 記 脚 部 の 前 記 上 端 部 に ま た が る 、
　 請 求 項 ２ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 脚 部 が 幅 を 有 し 、 前 記 ス ペ ー サ が 前 記 脚 部 の 前 記 幅 に 対 応 す る 幅 で あ る 、 請 求 項 ２  
に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 向 き に 開 い た 溝 が 、 工 具 を 下 向 き に 受 け 入 れ る た め に 前 記 ス ペ ー サ に 形 成 さ れ る 、 請  
求 項 ４ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 上 向 き に 開 い た 溝 が 、 側 面 お よ び 溝 基 部 に よ っ て 画 定 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の モ  
ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 溝 の 前 記 側 面 が 傾 斜 し て い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 向 き に 開 い た 溝 が 、 工 具 を 下 向 き に 受 け 入 れ る た め に 前 記 ス ペ ー サ に 形 成 さ れ て い る  
、 請 求 項 １ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 上 向 き に 開 い た 溝 が 、 側 面 お よ び 溝 基 部 に よ っ て 画 定 さ れ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の モ  
ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 溝 の 前 記 側 面 が 傾 斜 し て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 本 体 が 、 前 記 本 体 基 部 か ら 突 出 す る 一 体 型 ス ペ ー サ セ ク シ ョ ン を 備 え 、 前 記 少 な く  
と も １ つ の 溝 が 前 記 一 体 型 ス ペ ー サ セ ク シ ョ ン に 形 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の 舌 部 が  
前 記 本 体 基 部 か ら 突 出 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 本 体 ラ イ ザ が 、 側 縁 部 と 、 前 記 ラ イ ザ 側 縁 部 に 沿 っ て 延 在 す る 溝 と を 画 定 す る 、 請  
求 項 １ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 隣 接 す る 本 体 の 前 記 ラ イ ザ を 互 い に 並 列 関 係 で 相 互 接 続 す る た め に 前 記 ラ イ ザ 側 縁 部 に  
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沿 っ て 延 在 す る 前 記 溝 に 係 合 可 能 な コ ネ ク タ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の モ ジ ュ  
ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 コ ネ ク タ が 、 並 列 の 舌 部 セ ク シ ョ ン を 規 定 す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式  
工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ラ イ ザ が 、 前 記 本 体 基 部 か ら 斜 め の 向 き で 上 向 き に 延 在 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の モ  
ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 本 体 が 、 前 記 本 体 基 部 か ら 突 出 す る 一 体 型 ス ペ ー サ セ ク シ ョ ン を 備 え 、 前 記 少 な く  
と も １ つ の 溝 が 前 記 ス ペ ー サ セ ク シ ョ ン に 形 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の 舌 部 が 前 記 本  
体 基 部 か ら 突 出 す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 高 さ お よ び 幅 を 規 定 す る 、 上 向 き に 延 在 す る 少 な く と も １ つ の 本 体 で あ っ て 、 前 記 本 体  
が 、 各 々 上 向 き に 延 在 し 基 部 セ ク シ ョ ン を 形 成 す る 、 横 方 向 に 離 間 し た 脚 部 と 、 脚 部 基 部  
セ ク シ ョ ン か ら 離 間 し た 位 置 で 前 記 離 間 し た 脚 部 に ま た が る ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン と を 備 え  
る 、 本 体 と 、
　 高 さ お よ び 幅 を 規 定 す る 少 な く と も １ つ の 工 具 支 持 ス ペ ー サ で あ っ て 、 前 記 ス ペ ー サ が  
基 部 セ ク シ ョ ン を 備 え る 、 ス ペ ー サ と 、
　 前 記 本 体 お よ び 前 記 ス ペ ー サ の 基 部 セ ク シ ョ ン は 各 々 、 そ の 中 に 形 成 さ れ た 少 な く と も  
１ つ の 溝 と 、 隣 接 す る 本 体 ま た は ス ペ ー サ の 基 部 セ ク シ ョ ン の 溝 内 に 係 合 可 能 で あ る よ う  
に 前 記 本 体 お よ び 前 記 ス ペ ー サ の 基 部 セ ク シ ョ ン か ら 突 出 す る 少 な く と も １ つ の 舌 部 と を  
規 定 し 、
　 隣 接 す る 本 体 の 間 に 工 具 を 支 持 す る た め に 前 記 隣 接 す る 本 体 の 間 に 配 置 可 能 な 少 な く と  
も １ つ の ス ペ ー サ と 、
　 を 備 え る 、 モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 脚 部 が 、 そ れ ら の 間 に 間 隙 を 画 定 し 、 前 記 脚 部 お よ び 前 記 間 隙 が 、 前 記 本 体 の 前 記  
幅 を 規 定 す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン が 、 前 記 本 体 の 前 記 高 さ を 規 定 す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の モ ジ  
ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 関 連 出 願 へ の 相 互 参 照
　 本 出 願 は 、 ２ ０ ２ ０ 年 １ ２ 月 ７ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 出 願 第 １ ７ ／ １ １ ４ ， ３ １ ０ 号  
の 利 益 を 主 張 し 、 そ の 開 示 は そ の 全 体 が 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 背 景
　 現 在 、 保 管 用 の 工 具 の カ ス タ ム 整 理 の た め に 「 ド ゥ イ ッ ト ユ ア セ ル フ 」 （ 「 Ｄ Ｉ Ｙ 」 ）  
の 消 費 者 が 利 用 で き る 実 用 的 で 安 価 な 製 品 は な い 。 Ｄ Ｉ Ｙ を す る 人 の 大 半 は 、 レ ン チ 、 ス  
ク リ ュ ー ド ラ イ バ 、 プ ラ イ ヤ な ど を 工 具 箱 、 引 き 出 し ま た は 他 の 容 器 に 保 管 し て お く 。 工  
具 は 、 典 型 的 に は 、 工 具 箱 ま た は 引 出 し 内 に ほ と ん ど ま た は 全 く 整 理 さ れ ず に 一 緒 に 保 管  
さ れ る の で 、 工 具 が 整 理 さ れ て い な い た め に 、 使 用 に 必 要 な 特 定 の 工 具 を 見 つ け る こ と は  
し ば し ば 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し た が っ て 、 工 具 箱 お よ び ／ ま た は 引 出 し 内 の 工 具 の 容 易 な 保 管 お よ び 整 理 を し や す く  
す る 装 置 が 必 要 と さ れ て い る 。 多 く の 異 な る 工 具 の 容 易 な 保 管 お よ び 整 理 を し や す く す る  
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、 Ｄ Ｉ Ｙ を す る 人 の た め の 安 価 な 装 置 も 必 要 と さ れ て い る 。 本 開 示 は 、 こ の 必 要 性 に 対 処  
し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 概 要
　 こ の 概 要 は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 で さ ら に 説 明 さ れ る 概 念 の 選 択 を 簡 略 化 し た 形 で 紹 介 す  
る た め に 提 供 さ れ る 。 こ の 概 要 は 、 特 許 請 求 さ れ る 主 題 の 重 要 な 特 徴 を 特 定 す る こ と を 意  
図 し て お ら ず 、 特 許 請 求 さ れ る 主 題 の 範 囲 を 決 定 す る 際 の 補 助 と し て 使 用 さ れ る こ と も 意  
図 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ が 提 供 さ れ 、 モ ジ ュ ー ル 式 工 具  
ホ ル ダ は 、 高 さ お よ び 幅 を 規 定 す る 、 上 向 き に 延 在 す る 少 な く と も １ つ の 本 体 で あ っ て 、  
本 体 が 基 部 を 備 え 、 ラ イ ザ が 基 部 か ら 上 向 き に 延 在 し 、 ラ イ ザ が 本 体 の 幅 お よ び 高 さ を 規  
定 す る 、 本 体 と 、 高 さ お よ び 幅 を 規 定 す る 少 な く と も １ つ の ス ペ ー サ で あ っ て 、 ス ペ ー サ  
が 基 部 を 備 え る 、 ス ペ ー サ と 、 本 体 基 部 お よ び ス ペ ー サ 基 部 は 各 々 、 そ の 中 に 形 成 さ れ た  
少 な く と も １ つ の 溝 と 、 隣 接 す る 本 体 基 部 ま た は ス ペ ー サ 基 部 の 溝 内 に 係 合 可 能 で あ る よ  
う に 本 体 基 部 お よ び ス ペ ー サ 基 部 か ら 突 出 す る 少 な く と も １ つ の 舌 部 と を 規 定 し 、 工 具 を  
保 持 す る た め に 隣 接 す る 本 体 の 間 に 配 置 可 能 な 少 な く と も １ つ の ス ペ ー サ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ が 提 供 さ れ 、 モ ジ ュ ー ル 式 工  
具 ホ ル ダ は 、 高 さ お よ び 幅 を 規 定 す る 、 上 向 き に 延 在 す る 少 な く と も １ つ の 本 体 で あ っ て  
、 本 体 が 、 各 々 上 向 き に 延 在 し 基 部 セ ク シ ョ ン を 形 成 す る 、 横 方 向 に 離 間 し た 脚 部 と 、 脚  
部 基 部 セ ク シ ョ ン か ら 離 間 し た 位 置 で 離 間 し た 脚 部 に ま た が る ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン と を 備  
え る 、 本 体 と 、 高 さ お よ び 幅 を 規 定 す る 少 な く と も １ つ の 工 具 支 持 ス ペ ー サ で あ っ て 、 ス  
ペ ー サ が 基 部 セ ク シ ョ ン を 備 え る 、 ス ペ ー サ と 、 本 体 お よ び ス ペ ー サ の 基 部 セ ク シ ョ ン は  
各 々 、 そ の 中 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の 溝 と 、 隣 接 す る 本 体 ま た は ス ペ ー サ の 基 部 セ  
ク シ ョ ン の 溝 内 に 係 合 可 能 で あ る よ う に 本 体 お よ び ス ペ ー サ の 基 部 セ ク シ ョ ン か ら 突 出 す  
る 少 な く と も １ つ の 舌 部 と を 規 定 し 、 隣 接 す る 本 体 の 間 に 工 具 を 支 持 す る た め に 隣 接 す る  
本 体 の 間 に 配 置 可 能 な 少 な く と も １ つ の ス ペ ー サ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 ま た は 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か に お い て 、 本 体 ラ イ ザ は 、 本 体 基  
部 か ら 上 向 き に 延 在 す る 、 横 方 向 に 離 間 し た 脚 部 で あ っ て 、 脚 部 が 、 そ れ ら の 間 に 間 隙 を  
画 定 し 、 脚 部 と 間 隙 が 本 体 の 幅 を 規 定 す る 、 脚 部 と 、 本 体 基 部 か ら 遠 位 の 位 置 で 離 間 し た  
脚 部 に ま た が る ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 ま た は 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か に お い て 、 脚 部 は 上 端 部 を 有 し 、  
ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン は 脚 部 の 上 端 部 に ま た が る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 ま た は 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か に お い て 、 脚 部 は 幅 を 有 し 、 ス ペ  
ー サ は 脚 部 の 幅 に 対 応 す る 幅 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 ま た は 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か に お い て 、 上 向 き に 開 い た 溝 が 、  
工 具 を 下 向 き に 受 け 入 れ る た め に ス ペ ー サ に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 ま た は 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か に お い て 、 上 向 き に 開 い た 溝 は 、  
側 面 お よ び 溝 基 部 に よ っ て 画 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 ま た は 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か に お い て 、 溝 の 側 面 は 傾 斜 し て い  
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 ま た は 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か に お い て 、 本 体 は 、 本 体 基 部 か ら  
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突 出 す る 一 体 型 ス ペ ー サ セ ク シ ョ ン を 備 え 、 少 な く と も １ つ の 溝 が 一 体 型 ス ペ ー サ セ ク シ  
ョ ン に 形 成 さ れ 、 少 な く と も １ つ の 舌 部 が 本 体 基 部 か ら 突 出 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 ま た は 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か に お い て 、 本 体 ラ イ ザ は 、 側 縁 部  
と 、 ラ イ ザ 側 縁 部 に 沿 っ て 延 び る 溝 と を 画 定 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 ま た は 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か は 、 隣 接 す る 本 体 の ラ イ ザ を 互 い  
に 並 列 関 係 で 相 互 接 続 す る た め に ラ イ ザ 側 縁 部 に 沿 っ て 延 在 す る 溝 に 係 合 可 能 な コ ネ ク タ  
を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 ま た は 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か に お い て 、 コ ネ ク タ は 、 並 列 の 舌  
部 セ ク シ ョ ン を 規 定 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 ま た は 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か に お い て 、 ラ イ ザ は 、 本 体 基 部 か  
ら 斜 め の 向 き で 上 向 き に 延 在 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 ま た は 記 載 さ れ る 実 施 形 態 の い ず れ か に お い て 、 ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン は  
、 本 体 の 高 さ を 規 定 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 面 の 説 明
　 本 発 明 の 前 述 の 態 様 お よ び 付 随 す る 利 点 の 多 く は 、 添 付 の 図 面 と 併 せ て 以 下 の 詳 細 な 説  
明 を 参 照 す る こ と に よ っ て よ り よ く 理 解 さ れ る よ う に な る た め 、 よ り 容 易 に 理 解 さ れ る で  
あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 工 具 を 保 持 す る た め の １ つ の 可 能 な 構 成 で 組 み 立 て ら れ た 本 開 示 の モ ジ ュ ー ル 式  
工 具 ホ ル ダ の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ２ 】 工 具 を 保 持 す る た め の 第 ２ の 可 能 な 構 成 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ を 示 す 。
【 図 ３ Ａ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ３ Ｃ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ３ Ｄ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ３ Ｅ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ３ Ｆ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ３ Ｇ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ３ Ｈ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ４ Ａ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ４ Ｃ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ４ Ｄ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ４ Ｅ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ４ Ｆ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ４ Ｇ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ４ Ｈ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ５ Ａ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ５ Ｃ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ５ Ｄ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ５ Ｅ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ５ Ｆ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
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【 図 ５ Ｇ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ５ Ｈ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ６ Ａ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ６ Ｂ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ６ Ｃ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ６ Ｄ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ６ Ｅ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ６ Ｆ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ６ Ｇ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ６ Ｈ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ７ Ａ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ７ Ｂ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ７ Ｃ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ７ Ｄ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ７ Ｅ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ７ Ｆ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ７ Ｇ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ７ Ｈ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ８ Ａ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ８ Ｂ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ８ Ｃ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ８ Ｄ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ８ Ｅ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ８ Ｆ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ８ Ｇ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ８ Ｈ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ９ Ａ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ９ Ｂ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ９ Ｃ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ９ Ｄ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ９ Ｅ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ９ Ｆ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ９ Ｇ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 ９ Ｈ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の ス ペ ー サ 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 １ ０ Ａ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 １ ０ Ｂ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 １ ０ Ｃ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 １ ０ Ｄ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 １ ０ Ｅ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 １ ０ Ｆ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 １ ０ Ｇ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 １ ０ Ｈ 】 図 １ の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 別 の 本 体 構 成 要 素 を 示 す 。
【 図 １ １ 】 部 分 が 分 解 図 で 示 さ れ て い る 、 本 開 示 の 別 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 等 角 図  
で あ る 。
【 図 １ ２ 】 様 々 な 工 具 を 組 み 立 て て 保 持 す る 、 図 １ １ に 示 す モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ の 等  
角 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 詳 細 な 説 明
　 本 開 示 の 様 々 な 例 示 的 な 実 施 形 態 を 、 い く つ か の 例 示 的 な 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 添 付  
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の 図 面 を 参 照 し て 以 下 に 説 明 す る 。 図 で は 、 線 、 層 、 お よ び ／ ま た は 領 域 の 厚 さ は 、 明 確  
に す る た め に 誇 張 さ れ て い る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 例 示 的 な 実 施 形 態 は 、 様 々 な 修 正 お よ び 代 替 形 態 が 可 能 で あ る が 、 そ の 実 施 形 態 は 、 図  
面 に 例 と し て 示 さ れ 、 以 下 で 詳 細 に 説 明 さ れ る 。 し か し な が ら 、 例 示 的 な 実 施 形 態 を 開 示  
さ れ た 特 定 の 形 態 に 限 定 す る 意 図 は な く 、 反 対 に 、 例 示 的 な 実 施 形 態 は 、 本 開 示 の 範 囲 内  
に 入 る す べ て の 修 正 形 態 、 等 価 形 態 、 お よ び 代 替 形 態 を 包 含 す る も の で あ る こ と を 理 解 さ  
れ た い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 あ る 要 素 が 別 の 要 素 に 「 接 続 」 ま た は 「 結 合 」 さ れ て い る と 言 及 さ れ る 場 合 、 そ れ は 他  
の 要 素 に 直 接 接 続 ま た は 結 合 さ れ て も よ く 、 ま た は 介 在 要 素 が 存 在 し て も よ い こ と が 理 解  
さ れ よ う 。 対 照 的 に 、 あ る 要 素 が 別 の 要 素 に 「 直 接 接 続 」 ま た は 「 直 接 結 合 」 し て い る と  
言 及 さ れ る 場 合 、 介 在 す る 要 素 は 存 在 し な い 。 要 素 間 の 関 係 を 説 明 す る た め に 使 用 さ れ る  
他 の 単 語 も 同 様 に 解 釈 さ れ る べ き で あ る （ 例 え ば 、 「 間 」 対 「 間 に 直 接 」 、 「 隣 接 」 対 「  
直 接 隣 接 」 な ど ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 用 語 は 、 特 定 の 実 施 形 態 を 説 明 す る こ と の み を 目 的 と し て お り 、  
例 示 的 な 実 施 形 態 を 限 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な い 。 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 場 合 、  
単 数 形 「 ａ 」 、 「 ａ ｎ 」 、 お よ び 「 ｔ ｈ ｅ 」 は 、 文 脈 が 明 ら か に そ う で な い こ と を 示 さ な  
い 限 り 、 複 数 形 も 含 む こ と が 意 図 さ れ る 。 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 場 合 、 「 備 え る （ ｃ ｏ ｍ  
ｐ ｒ ｉ ｓ ｅ ｓ ） 」 、 「 備 え る （ ｃ ｏ ｍ ｐ ｒ ｉ ｓ ｉ ｎ ｇ ） 」 、 「 含 む （ ｉ ｎ ｃ ｌ ｕ ｄ ｅ ｓ ）  
」 、 お よ び ／ ま た は 「 含 む （ ｉ ｎ ｃ ｌ ｕ ｄ ｉ ｎ ｇ ） 」 と い う 用 語 は 、 記 載 さ れ た 特 徴 、 整  
数 、 ス テ ッ プ 、 動 作 、 要 素 、 お よ び ／ ま た は 構 成 要 素 の 存 在 を 指 定 す る が 、 １ つ ま た は 複  
数 の 他 の 特 徴 、 整 数 、 ス テ ッ プ 、 動 作 、 要 素 、 構 成 要 素 、 お よ び ／ ま た は そ れ ら の グ ル ー  
プ の 存 在 ま た は 追 加 を 排 除 す る も の で は な い こ と が さ ら に 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 別 段 の 定 義 が な い 限 り 、 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る す べ て の 用 語 （ 技 術 用 語 お よ び 科 学 用 語  
を 含 む ） は 、 例 示 的 な 実 施 形 態 が 属 す る 当 業 者 に よ っ て 一 般 に 理 解 さ れ る の と 同 じ 意 味 を  
有 す る 。 一 般 的 に 使 用 さ れ る 辞 書 で 定 義 さ れ て い る も の な ど の 用 語 は 、 関 連 技 術 の 文 脈 に  
お け る そ れ ら の 意 味 と 一 致 す る 意 味 を 有 す る と 解 釈 さ れ る べ き で あ る こ と が さ ら に 理 解 さ  
れ よ う 。 し か し な が ら 、 本 開 示 が 当 業 者 に よ っ て 一 般 的 に 理 解 さ れ る 意 味 か ら 逸 脱 す る 用  
語 に 特 定 の 意 味 を 与 え る 場 合 、 こ の 意 味 は 、 本 明 細 書 に お い て こ の 定 義 が 与 え ら れ る 特 定  
の 文 脈 に お い て 考 慮 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 の 説 明 で は 、 本 開 示 の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 完 全 な 理 解 を 提 供 す る た め に 、 多 数 の 具  
体 的 な 詳 細 が 記 載 さ れ る 。 し か し な が ら 、 本 開 示 の 多 く の 実 施 形 態 が 、 特 定 の 詳 細 の 一 部  
ま た は 全 部 な し で 実 施 さ れ 得 る こ と は 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う 。 さ ら に 、 本 開 示 の 実  
施 形 態 は 、 本 明 細 書 に 記 載 の 特 徴 の 任 意 の 組 み 合 わ せ を 使 用 す る こ と が で き る こ と が 理 解  
さ れ よ う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 出 願 は 方 向 へ の 言 及 、 例 え ば 「 前 方 」 、 「 後 方 」 、 「 前 」 、 「 後 ろ 」 、 「 前 方 」 、 「  
後 方 」 、 「 上 向 き 」 、 「 下 向 き 」 、 「 上 」 、 「 下 」 、 「 頂 部 」 、 「 底 部 」 、 「 右 手 」 、 「  
左 手 」 、 「 中 」 、 「 外 」 、 「 延 長 」 、 「 前 進 」 、 「 後 退 」 、 「 近 位 」 、 「 遠 位 」 、 「 中 央  
」 、 「 垂 直 」 な ど を 含 み 得 る 。 本 出 願 に お け る こ れ ら の 参 考 文 献 お よ び 他 の 同 様 の 参 考 文  
献 は 、 単 に 本 発 明 の 説 明 お よ び 理 解 を 助 け る た め の も の で あ り 、 本 発 明 を こ れ ら の 方 向 ま  
た は 位 置 に 限 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 出 願 は ま た 、 量 お よ び 数 を 参 照 し 得 る 。 特 に 明 記 し な い 限 り 、 そ の よ う な 量 お よ び 数  
は 、 限 定 的 で は な く 、 本 出 願 に 関 連 す る 可 能 な 量 ま た は 数 の 例 示 と 見 な さ れ る べ き で あ る  
。 ま た 、 こ れ に 関 し て 、 本 出 願 は 、 量 ま た は 数 を 参 照 す る た め に 「 複 数 」 と い う 用 語 を 使  
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用 す る こ と が あ る 。 こ の 点 に 関 し て 、 「 複 数 」 と い う 用 語 は 、 １ を 超 え る 任 意 の 数 、 例 え  
ば ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ な ど を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 出 願 は 、 「 一 般 に 」 、 「 ほ ぼ 」 、 「 約 」 、 ま た は 「 実 質 的 に 」 な ど の 修 飾 語 を 含 み 得  
る 。 こ れ ら の 用 語 は 、 問 題 の 「 寸 法 」 、 「 形 状 」 、 「 温 度 」 、 「 時 間 」 ま た は 他 の 物 理 的  
パ ラ メ ー タ が 正 確 で あ る 必 要 は な く 、 実 行 さ れ る 必 要 が あ る 機 能 が 実 行 さ れ 得 る 限 り 変 化  
し 得 る こ と を 示 す 修 飾 語 と し て 機 能 す る こ と を 意 味 す る 。 例 え ば 、 「 略 円 形 の 形 状 」 と い  
う 語 句 で は 、 問 題 の 構 造 の 必 要 な 機 能 を 実 行 す る こ と が で き る 限 り 、 形 状 は 正 確 に 円 形 で  
あ る 必 要 は な い 。 適 用 可 能 な パ ラ メ ー タ を 十 分 に 明 確 に す る た め に 定 量 値 が 必 要 な 場 合 、  
適 用 可 能 な パ ラ メ ー タ は 指 定 さ れ た パ ラ メ ー タ 値 の ５ パ ー セ ン ト （ ５ ％ ） 以 内 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 の 説 明 で は 、 本 開 示 の 様 々 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 お よ び 添 付 の  
図 面 で は 、 対 応 す る シ ス テ ム ア セ ン ブ リ 、 装 置 、 お よ び ユ ニ ッ ト は 、 同 じ 部 品 番 号 に よ っ  
て 識 別 さ れ 得 る が 、 ア ル フ ァ サ フ ィ ッ ク ス 、 ま た は プ ラ イ ム （ 「 ’ 」 ） も し く は ダ ブ ル プ  
ラ イ ム （ 「 ” 」 、 ま た は ト リ プ ル プ ラ イ ム （ 「 ” ’ 」 ） の 指 定 で も 識 別 さ れ る 。 同 じ ま た は  
同 様 の シ ス テ ム ア セ ン ブ リ 、 装 置 、 お よ び ユ ニ ッ ト の 部 品 ／ 構 成 要 素 の 説 明 は 、 本 出 願 の  
冗 長 性 を 回 避 す る た め に 繰 り 返 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 最 初 に 図 １ を 参 照 す る と 、 モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ ２ ０ が 、 無 数 の 組 み 立 て ら れ た 構 成  
の １ つ に 組 み 立 て ら れ た 状 態 で 示 さ れ て い る 。 モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ ２ ０ は 、 基 部 セ ク  
シ ョ ン ２ ６ か ら 上 向 き に 延 在 す る ほ ぼ Ｕ 字 形 の ラ イ ザ ２ ４ か ら 構 成 さ れ る 直 立 し た 本 体 ２  
２ を 含 む 。 各 基 部 ２ ６ の 一 方 の 側 か ら は 水 平 に 延 び る 舌 部 ２ ８ が 突 出 し 、 各 基 部 の 反 対 側  
に は 相 補 的 な 水 平 に 延 び る 溝 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 体 ２ ２ の 基 部 セ ク シ ョ ン ２ ６ の 間 に は 、 １ つ ま た は 複 数 の ス ペ ー サ が 配 置 さ れ る 。 ス  
ペ ー サ は 、 例 え ば 、 工 具 を 上 面 に 支 持 す る た め に 本 体 ラ イ ザ ２ ４ の 高 さ に 対 し て 上 向 き に  
短 い 距 離 の 上 昇 で 水 平 ま た は 平 坦 な 上 面 を 有 す る 「 標 準 」 ス ペ ー サ ３ ２ を 含 む 、 様 々 な 構  
成 と す る こ と が で き る 。 ス ペ ー サ ３ ４ お よ び ３ ５ は 両 方 と も ス ペ ー サ ３ ２ と 同 様 の 構 造 で  
あ る が 、 間 に 工 具 を 支 持 す る た め の ラ イ ザ 間 の 距 離 を よ り 大 き く す る た め に 、 よ り 大 き な  
厚 さ Ｔ を 有 す る 。 さ ら に 、 別 の ス ペ ー サ ３ ６ は 、 ス ク リ ュ ー ド ラ イ バ Ｓ ま た は 同 様 の 種 類  
の 工 具 を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 ま た 、 ス ペ ー サ ３ ８ お よ び ４ ０ は 、 レ ン チ Ｗ ま た は  
同 様 の 工 具 を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 体 ２ ２ の 舌 部 ２ ８ お よ び 溝 ３ ０ と 同 様 に 、 各 ス ペ ー サ の 基 部 の 一 方 の 側 か ら は 水 平 に  
延 び る 舌 部 ２ ８ が 突 出 し 、 ス ペ ー サ の 基 部 の 反 対 側 に は 相 補 的 な 水 平 に 延 び る 溝 ３ ０ が 形  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 工 具 ホ ル ダ ２ ０ の 実 施 形 態 を よ り 詳 細 に 説 明 す る と 、 上 述 し た よ う に 、 本 体 ２ ２  
は 、 本 体 が 載 置 さ れ る 平 坦 な 底 部 ５ ０ を 有 す る 基 部 セ ク シ ョ ン ２ ６ を 有 す る ほ ぼ Ｕ 字 形 の  
ラ イ ザ ２ ４ の 形 態 で あ る 。 ラ イ ザ ２ ４ は 、 間 に 間 隙 ５ ３ を 画 定 す る 、 基 部 セ ク シ ョ ン ２ ６  
か ら 上 向 き に 延 在 す る 離 間 し た 脚 部 ５ ２ に よ っ て 形 成 さ れ る 。 ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン ５ ４ は  
、 脚 部 ５ ２ の 上 端 を 横 切 っ て 水 平 に 延 び て 、 本 体 ラ イ ザ ２ ４ の Ｕ 字 形 を 完 成 さ せ る 。 本 体  
の 幅 Ｗ は 、 間 隙 ５ ３ の 幅 と 共 に 脚 部 ５ ０ の 幅 に よ っ て 規 定 さ れ 、 本 体 の 高 さ Ｈ は 、 基 部 ２  
６ お よ び 脚 部 ５ ２ の 高 さ に よ っ て 規 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 体 ２ ２ の 構 造 的 完 全 性 を 高 め る た め に 、 周 囲 リ ム ５ ６ は 、 実 質 的 に 平 坦 な 脚 部 お よ び  
ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン に 対 し て 垂 直 に 延 在 す る 。 こ の 構 造 に よ り 、 脚 部 お よ び ブ リ ッ ジ セ ク  
シ ョ ン を よ り 薄 い 壁 セ ク シ ョ ン で 作 成 す る こ と が 可 能 に な り 、 そ れ に よ り 、 強 度 を 犠 牲 に  
す る こ と な く 本 体 の 材 料 要 件 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 図 ３ Ａ 、 図 ３ Ｂ 、 図 ３ Ｄ 、 お よ び 図 ３ Ｅ に 示 す よ う に 、 舌 部 ２ ８ は 、 本 体 基 部 ２ ６ の 一  
方 の 側 か ら 水 平 方 向 に 突 出 し て い る 。 舌 部 は 、 脚 部 ５ ０ の 縁 部 の 片 側 に 沿 っ て 延 在 す る が  
、 本 体 基 部 ２ ６ の 全 幅 に は 延 在 し な い 。 こ の 理 由 は 、 舌 部 が 、 本 体 基 部 ２ ６ の 反 対 側 ま た  
は 様 々 な ス ペ ー サ ３ ２ ～ ４ ０ の い ず れ か に 形 成 さ れ た 溝 ３ ０ の 端 部 に 当 接 す る た め で あ る  
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ Ｂ お よ び 図 ３ Ｇ に 示 す よ う に 、 溝 ３ ０ は 、 舌 部 ２ ８ と 同 じ 基 部 ２ ６ の 側 縁 か ら 水 平  
に 延 在 す る 。 溝 ３ ０ は 、 本 体 基 部 か ら の 舌 部 ２ ８ の 突 出 方 向 と は 反 対 の 本 体 基 部 ２ ６ の 側  
面 か ら 延 在 す る 導 入 部 ま た は 開 口 部 ３ １ を 有 し 、 そ れ に よ っ て 本 体 基 部 ま た は ス ペ ー サ の  
舌 部 を 溝 内 に 摺 動 可 能 に 受 け 入 れ る 。 溝 ３ ０ は 端 部 ５ ８ で 底 に つ く か ま た は 終 端 し 、 本 体  
２ ２ の ま た は ス ペ ー サ ３ ２ ～ ４ ０ の 舌 部 ２ ８ の た め の 停 止 部 と し て 機 能 す る 。 こ れ は 、 工  
具 ホ ル ダ ２ ０ を 組 み 立 て る と き に 、 本 体 ２ ２ お よ び ス ペ ー サ ３ ２ ～ ４ ０ が 互 い に 整 列 し て  
係 合 す る こ と を 確 実 に す る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ Ａ 、 図 ３ Ｂ 、 図 ３ Ｃ 、 図 ３ Ｆ 、 図 ３ Ｈ を 特 に 参 照 す る と 、 本 体 脚 部 ５ ０ の 外 側 縁 部  
分 に 垂 直 溝 ６ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 垂 直 溝 ６ ０ は 、 本 体 ２ ２ を 互 い に  
並 列 関 係 で 接 続 す る た め の コ ネ ク タ ６ ２ を 受 け 入 れ る よ う な 形 状 お よ び サ イ ズ で あ る 。 こ  
の よ う に し て 、 例 え ば の こ ぎ り な ど の よ り 長 い 工 具 を 保 持 す る 場 合 、 工 具 ホ ル ダ の 幅 を 所  
望 に 応 じ て 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 コ ネ ク タ ６ ２ は 、 隣 接 す る 本 体 の 脚 部 ５ ０ の 隣 接 す  
る 側 縁 が 互 い に 近 接 す る よ う に 、 隣 接 す る 本 体 ２ ２ の 垂 直 溝 ６ ０ に 係 合 可 能 で あ る よ う に  
そ の 間 に 延 在 す る ス ペ ー サ を 有 す る ２ つ の 細 長 い 平 行 な 舌 部 の 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 様 々 な ス ペ ー サ を 説 明 す る と 、 「 標 準 」 ま た は 「 基 本 」 ス ペ ー サ ３ ２ が 図 ４ Ａ ～  
図 ４ Ｈ に 示 さ れ て い る 。 ス ペ ー サ ３ ２ は 、 概 し て 直 線 形 状 で あ り 、 平 坦 な 底 面 ７ ０ お よ び  
平 坦 な 上 面 ７ ２ を 有 す る 。 ス ペ ー サ ３ ２ の 基 部 部 分 ７ ４ の 一 方 の 側 か ら は 、 水 平 舌 部 ２ ８  
が 突 出 し て い る 。 本 体 ２ ２ と 同 様 に 、 舌 部 ２ ８ は 、 ス ペ ー サ に 対 し て 水 平 に 延 在 す る が 、  
ス ペ ー サ の 全 幅 に 対 し て で は な い 。 舌 部 ２ ８ に 対 向 す る ス ペ ー サ の 基 部 部 分 ７ ４ に は 、 溝  
３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 溝 ３ ０ は 、 舌 部 ２ ８ の 位 置 と し て ス ペ ー サ の 反 対 側 か ら 外 側 に 延  
在 す る 導 入 部 ま た は 開 口 部 ３ １ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 体 基 部 ２ ６ に 形 成 さ れ た 溝 ３ ０ の よ う に 、 ス ペ ー サ ３ ２ に 形 成 さ れ た 溝 ３ ０ は 端 部 ５  
８ で 底 に つ き 、 ス ペ ー サ 溝 ３ ０ に 係 合 す る こ と が で き る 本 体 ２ ２ の 舌 部 ２ ８ ま た は ス ペ ー  
サ ３ ２ ～ ４ ０ の 舌 部 ２ ８ の た め の 停 止 部 と し て 機 能 す る 。 こ の よ う に し て 、 ス ペ ー サ ３ ２  
は 、 工 具 ホ ル ダ ２ ０ が 組 み 立 て ら れ る と き に 本 体 ２ ２ ま た は 別 の ス ペ ー サ ３ ２ ～ ４ ０ と 整  
列 し て 係 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｈ は ス ペ ー サ ３ ４ を 開 示 し 、 こ れ は ス ペ ー サ ３ ２ と 同 様 に 構 成 さ れ る が 、  
ス ペ ー サ ３ ２ の 厚 さ Ｔ よ り も 大 き い 厚 さ Ｔ Ａ を 有 す る 。 こ の 違 い を 除 い て 、 ス ペ ー サ ３ ４  
は ス ペ ー サ ３ ２ と 同 じ 構 造 で あ る 。 し た が っ て 、 そ の よ う な 説 明 は こ こ で は 繰 り 返 さ な い  
も の と す る 。 ス ペ ー サ ３ ４ は 、 例 え ば 、 ２ つ の 本 体 ２ ２ の 間 に 斜 め に 位 置 す る よ う に 配 置  
す る こ と が で き る 小 型 プ ラ イ ヤ Ｐ を 保 持 す る た め に 、 隣 接 す る 本 体 ３ ２ の 間 に 使 用 す る こ  
と が で き る 。 も ち ろ ん 、 他 の 種 類 の 工 具 が ス ペ ー サ ３ ４ お よ び 隣 接 す る 本 体 ２ ２ に よ っ て  
支 持 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｈ は ス ペ ー サ ３ ５ を 開 示 し 、 こ れ は ス ペ ー サ ３ ４ と 同 様 に 構 成 さ れ る が 、  
ス ペ ー サ ３ ４ の 厚 さ Ｔ Ａ よ り も 大 き い 厚 さ Ｔ Ｂ を 有 す る 。 こ の 違 い を 除 い て 、 ス ペ ー サ ３  
５ は ス ペ ー サ ３ ４ と 同 じ 構 造 で あ る 。 し た が っ て 、 そ の よ う な 説 明 は こ こ で は 繰 り 返 さ な  
い も の と す る 。 ス ペ ー サ ３ ５ は 、 例 え ば 大 型 プ ラ イ ヤ を 保 持 す る た め に 、 隣 接 す る 本 体 ２  
２ の 間 に 使 用 す る こ と が で き る 。 大 型 プ ラ イ ヤ は 、 本 体 の 間 に 斜 め に 位 置 す る よ う に 、 本  
体 ２ ２ の 間 の ス ペ ー サ ３ ４ に よ っ て 支 持 さ れ 得 る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ７ Ａ ～ 図 ７ Ｈ は 、 図 １ に 示 す よ う な ス ク リ ュ ー ド ラ イ バ 、 ま た は 同 様 の も し く は 他 の  
工 具 を 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ た ス ペ ー サ ３ ６ を 開 示 す る 。 ス ペ ー サ ３ ６ は 、 平 坦 な 底 部  
８ ２ を 有 す る 基 部 部 分 ８ ０ で 構 成 さ れ る 。 上 述 の ス ペ ー サ ３ ２ 、 ３ ４ 、 お よ び ３ ５ と 同 様  
に 、 ス ペ ー サ ３ ６ も ま た 、 同 様 に 構 成 さ れ た 舌 部 ２ ８ お よ び 溝 ３ ０ を 含 み 、 そ の 説 明 は こ  
こ で は 繰 り 返 さ な い 。 ま た 、 ス ペ ー サ ３ ２ 、 ３ ４ 、 お よ び ３ ５ と 同 様 に 、 ス ペ ー サ ３ ６ は  
、 図 １ に 示 す よ う に 、 本 体 ２ ２ の 高 さ ま た は 上 昇 よ り も 比 較 的 低 い 高 さ ま た は 上 昇 ま で 、  
典 型 的 に は 本 体 の 高 さ の 約 １ ／ ４ ～ 約 １ ／ ３ 以 下 ま で 延 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス ペ ー サ ３ ６ に は 、 ス ク リ ュ ー ド ラ イ バ Ｓ ま た は 他 の 工 具 を 下 向 き に 受 け 入 れ る た め の  
上 向 き に 開 い た 溝 ８ ４ が 作 成 さ れ る 。 溝 ８ ４ は 、 円 弧 状 の 底 部 ８ ８ に 対 し て 下 向 き の 方 向  
で 収 束 す る 傾 斜 し た 下 側 部 分 ８ ６ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 溝 ８ ４ は ま た 、 傾 斜 し た 上 側  
部 分 ９ ０ を 含 み 、 こ れ は 傾 斜 し た 下 側 部 分 ８ ６ に 比 べ て 垂 直 に 対 し て 小 さ い 角 度 で 配 置 さ  
れ 、 そ れ に よ っ て ス ク リ ュ ー ド ラ イ バ ま た は 他 の 工 具 が ス ペ ー サ ３ ６ に よ っ て 保 持 さ れ る  
た め の 導 入 部 と し て 機 能 す る 。 溝 ８ ４ は 、 複 合 側 壁 で 形 成 さ れ る の で は な く 、 代 わ り に 、  
弓 状 底 部 ８ ８ 内 に 下 向 き に 延 び る 実 質 的 に 一 定 に 傾 斜 し た 側 壁 か ら 形 成 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ８ Ａ ～ 図 ８ Ｈ は 、 図 １ に 示 す よ う に レ ン チ Ｗ ま た は 他 の 工 具 を 保 持 す る よ う に 構 成 さ  
れ た ス ペ ー サ ３ ８ を 開 示 す る 。 ス ペ ー サ ３ ８ は 、 本 明 細 書 に 記 載 の 本 体 ２ ２ お よ び 他 の ス  
ペ ー サ の よ う に 、 ス ペ ー サ の 載 置 面 と し て 機 能 す る 平 坦 な 底 部 ９ ８ を 有 す る 基 部 部 分 ９ ６  
で 構 成 さ れ る 。 上 述 の ス ペ ー サ ３ ２ 、 ３ ４ 、 ３ ５ お よ び ３ ６ と 同 様 に 、 ス ペ ー サ ３ ８ も ま  
た 、 同 様 に 構 成 さ れ た 舌 部 ２ ８ お よ び 溝 ３ ０ を 含 み 、 そ の 説 明 は こ こ で は 繰 り 返 さ な い 。  
ま た 、 ス ペ ー サ ３ ２ 、 ３ ４ 、 ３ ５ お よ び ３ ６ と 同 様 に 、 ス ペ ー サ ３ ８ は 、 図 １ に 示 す よ う  
に 、 本 体 ２ ２ の 高 さ ま た は 上 昇 よ り も 比 較 的 低 い 高 さ ま た は 上 昇 ま で 、 典 型 的 に は 本 体 の  
高 さ の 約 １ ／ ４ ～ 約 １ ／ ３ 以 下 ま で 延 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ス ペ ー サ ３ ８ に は 、 レ ン チ Ｗ ま た は 他 の 工 具 を 下 向 き に 受 け 入 れ る た め の 上 向 き に 開 い  
た 溝 １ ０ ０ が 作 成 さ れ る 。 溝 １ ０ ０ は 、 底 部 １ ０ ４ ま で 下 向 き に 延 在 す る 直 立 し た 実 質 的  
に 垂 直 な 側 壁 部 分 １ ０ ２ に よ っ て 形 成 さ れ 、 そ れ に よ っ て ほ ぼ Ｕ 字 形 の 溝 を 画 定 す る 。 底  
部 １ ０ ４ は 実 質 的 に 平 坦 で あ る よ う に 示 さ れ て い る が 、 底 部 は 代 わ り に 、 レ ン チ Ｗ の 側 縁  
部 を 溝 １ ０ ０ 内 に 中 心 合 わ せ す る よ う に 、 円 弧 状 、 例 え ば 上 向 き に 凹 状 で あ っ て も よ い 。  
ま た 、 側 壁 部 分 １ ０ ２ は 、 実 質 的 に 垂 直 で あ る の で は な く 、 レ ン チ の 端 部 を 溝 １ ０ ０ 内 に  
自 動 的 に 中 心 合 わ せ す る よ う に 、 下 向 き の 方 向 で 内 側 に 傾 斜 す る こ と が で き る 。 さ ら な る  
代 替 と し て 、 側 壁 部 分 １ ０ ２ は 、 レ ン チ が ス ペ ー サ ３ ８ 内 に 垂 直 に 配 置 さ れ た 場 合 と 比 較  
し て 、 保 管 位 置 に お け る レ ン チ の 全 高 が 低 く な る よ う に 、 レ ン チ を 対 角 方 向 に 保 持 す る よ  
う に 互 い に 傾 斜 し た 平 行 関 係 で 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ９ Ａ ～ 図 ９ Ｈ は 、 図 １ に 示 す レ ン チ Ｗ よ り も 大 き い レ ン チ Ｗ １ 、 ま た は 他 の 工 具 を 保  
持 す る よ う に 構 成 さ れ た ス ペ ー サ ４ ０ を 開 示 す る 。 ス ペ ー サ ４ ０ は 、 本 明 細 書 に 記 載 の 本  
体 ２ ２ お よ び 他 の ス ペ ー サ の よ う に 、 ス ペ ー サ の 載 置 面 と し て 機 能 す る 平 坦 な 底 部 １ １ ２  
を 有 す る 基 部 部 分 １ １ ０ で 構 成 さ れ る 。 上 述 の ス ペ ー サ ３ ２ 、 ３ ４ 、 ３ ５ 、 ３ ６ お よ び ３  
８ と 同 様 に 、 ス ペ ー サ ４ ０ も ま た 、 同 様 に 構 成 さ れ た 舌 部 ２ ８ お よ び 溝 ３ ０ を 含 み 、 そ の  
説 明 は こ こ で は 繰 り 返 さ な い 。 ま た 、 ス ペ ー サ ３ ２ 、 ３ ４ 、 ３ ５ 、 ３ ６ お よ び ３ ８ と 同 様  
に 、 ス ペ ー サ ４ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 本 体 ２ ２ の 高 さ ま た は 上 昇 よ り も 比 較 的 低 い 高  
さ ま た は 上 昇 ま で 、 典 型 的 に は 本 体 の 高 さ の 約 １ ／ ４ ～ 約 １ ／ ３ 以 下 ま で 延 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス ペ ー サ ４ ０ に は 、 レ ン チ Ｗ １ ま た は 他 の 工 具 を 下 向 き に 受 け 入 れ る た め の 上 向 き に 開  
い た 溝 １ １ ４ が 作 成 さ れ る 。 溝 １ １ ４ は 、 下 向 き に 延 在 し て 底 部 １ １ ８ に 収 束 す る 内 側 に  
傾 斜 し た 側 壁 部 分 １ １ ６ に よ っ て 形 成 さ れ 、 そ れ に よ っ て ほ ぼ Ｕ 字 形 の 溝 を 画 定 す る （ 図  
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９ Ｆ お よ び 図 ９ Ｈ を 参 照 ） 。 底 部 １ １ ８ は 実 質 的 に 平 坦 で あ る よ う に 示 さ れ て い る が 、 底  
部 は 代 わ り に 、 レ ン チ Ｗ １ ま た は 他 の 工 具 の 側 縁 部 を 溝 １ １ ４ 内 に 中 心 合 わ せ す る よ う に  
、 円 弧 状 、 例 え ば 上 向 き に 凹 状 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 側 壁 部 分 １ １ ６ は 、 内 側 に 傾 斜 し  
て い る の で は な く 、 実 質 的 に 垂 直 で あ る が 上 述 の ス ペ ー サ ３ ８ よ り も 大 き い 幅 で あ っ て も  
よ い 。 さ ら な る 代 替 案 と し て 、 側 壁 部 分 １ １ ６ は 、 レ ン チ Ｗ １ ま た は 他 の 工 具 を 傾 斜 し た  
向 き に 保 持 す る よ う に 、 互 い に 傾 斜 し た 平 行 な 関 係 で 配 置 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、  
工 具 が ス ペ ー サ ４ ０ 内 に 垂 直 に ／ 直 立 し て 配 置 さ れ た 場 合 と 比 較 し て 、 保 管 位 置 に お け る  
工 具 の 全 高 が 低 く な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ０ Ａ ～ 図 １ ０ Ｈ は 工 具 ホ ル ダ 本 体 １ ２ ２ を 示 し 、 こ れ は 工 具 ホ ル ダ 本 体 ２ ２ と 同 様  
に 構 成 さ れ て い る が 、 ラ イ ザ １ ２ ４ は 、 本 体 ２ ２ の ラ イ ザ ２ ４ の よ う に 実 質 的 に 直 立 し て  
い る の で は な く 、 上 方 向 に 傾 斜 し て い る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の 構 造 は 、 プ ラ イ ヤ Ｐ な  
ど の 工 具 を 垂 直 に 対 し て 傾 斜 し た 向 き で 保 持 ま た は 保 管 す る こ と を 可 能 に す る 。 し た が っ  
て 、 工 具 は 、 直 立 し た 向 き で 保 管 さ れ る 場 合 よ り も 垂 直 方 向 の ク リ ア ラ ン ス を 必 要 と し な  
い 。 し た が っ て 、 そ の よ う な 工 具 は 、 工 具 が 直 立 し た 向 き に 配 置 さ れ る 場 合 よ り も 浅 い 引  
き 出 し に 保 管 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ０ Ａ ～ 図 １ ０ Ｈ を 参 照 す る と 、 ラ イ ザ １ ２ ４ の 傾 斜 し た 向 き お よ び 本 体 基 部 セ ク シ  
ョ ン １ ２ ６ の 厚 さ の 増 加 以 外 は 、 工 具 ホ ル ダ 本 体 １ ２ ２ は 、 工 具 ホ ル ダ 本 体 ２ ２ と 実 質 的  
に 同 じ よ う に 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 工 具 ホ ル ダ 本 体 １ ２ ２ の 対 応 す る 特 徴 ／ 構 成 要 素  
は 、 工 具 ホ ル ダ 本 体 ２ ２ と 同 じ 部 品 番 号 で あ る が 、 ’ １ ０ ０ シ リ ー ズ で 識 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ０ Ｆ お よ び 図 １ ０ Ｈ に 示 す よ う に 、 本 体 ラ イ ザ １ ２ ４ は 、 垂 直 に 対 し て 約 ４ ５ ° の  
向 き に あ る 。 ラ イ ザ １ ２ ４ は 、 垂 直 に 対 し て 他 の 角 度 、 例 え ば 、 約 ３ ０ ° ～ 約 ６ ０ ° の 任  
意 の 角 度 と す る こ と が で き る 。 図 １ ０ Ａ お よ び 図 １ ０ Ｂ も 参 照 す る と 、 本 体 基 部 セ ク シ ョ  
ン １ ２ ６ の 厚 さ Ｔ は 、 本 体 基 部 セ ク シ ョ ン ２ ６ の 厚 さ Ｔ よ り も 大 き い 。 本 体 基 部 セ ク シ ョ  
ン １ ２ ６ の 厚 さ が 厚 い ほ ど 、 ラ イ ザ １ ２ ４ の 傾 斜 し た 向 き に 対 応 す る こ と が で き る 。 こ の  
目 的 の た め に 、 本 体 基 部 セ ク シ ョ ン １ ２ ６ は 、 溝 １ ３ ０ が 形 成 さ れ た 一 体 型 ス ペ ー サ セ ク  
シ ョ ン １ ７ ０ で 構 成 さ れ る 。 理 解 さ れ 得 る よ う に 、 一 体 型 ス ペ ー サ セ ク シ ョ ン １ ７ ０ が な  
け れ ば 、 隣 接 す る 工 具 ホ ル ダ 本 体 １ ２ ２ 間 の 間 隙 は 、 多 く の 工 具 を 受 け 入 れ る に は 狭 す ぎ  
る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ０ Ａ 、 図 １ ０ Ｂ 、 図 １ ０ Ｆ 、 お よ び 図 １ ０ Ｈ に 示 す よ う に 、 基 部 セ ク シ ョ ン に 過 度  
に 厚 い 壁 セ ク シ ョ ン を 有 す る こ と を 回 避 す る た め に 、 基 部 セ ク シ ョ ン １ ２ ６ に 空 洞 １ ７ ２  
が 形 成 さ れ る 。 空 洞 １ ７ ２ は 、 基 部 セ ク シ ョ ン の 外 側 か ら 内 向 き に 延 び て 、 基 部 セ ク シ ョ  
ン を 実 質 的 に 通 っ て 延 び る が 、 完 全 に は 貫 通 し な い 。 代 替 的 な 構 造 と し て 、 空 洞 １ ７ ２ は  
、 基 部 セ ク シ ョ ン １ ２ ６ を 貫 通 し て 延 在 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 前 述 の 構 造 の 別 の 代 替 案 は 、 空 洞 １ ７ ２ の 位 置 に 対 応 す る 空 間 に 溝 １ ３ ０ を 形 成 す る こ  
と で あ る 。 そ の 場 合 、 ス ペ ー サ 、 例 え ば ス ペ ー サ ３ ２ 、 ３ ４ 、 ま た は ３ ５ を 、 隣 接 す る 工  
具 ホ ル ダ 本 体 １ ２ ２ の 間 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ は 、 工 具 ホ ル ダ ２ ０ の 構 成 要 素 が ど の よ う に 一 緒 に 組 み 立 て ら れ 得 る か  
を 示 し て い る 。 例 え ば 、 図 １ で は 、 工 具 ホ ル ダ の 左 端 か ら 始 ま り 、 本 体 ２ ２ が 工 具 ホ ル ダ  
の 端 部 を 形 成 し 、 そ の 後 に 、 ス ク リ ュ ー ド ラ イ バ Ｓ を 保 持 す る よ う に 設 計 さ れ た ３ つ の ス  
ペ ー サ ３ ６ が 続 く 。 次 に 、 第 ２ の 本 体 ２ ２ が 、 ス ペ ー サ ３ ６ と 、 そ の 中 に レ ン チ Ｗ を 保 持  
す る よ う に 設 計 さ れ た 一 連 の ス ペ ー サ ３ ８ と の 間 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ る 。 第 ２ の 本 体  
２ ２ は 、 異 な る 種 類 の ス ペ ー サ の 間 に 分 割 部 を 形 成 す る こ と と 、 ス ペ ー サ の 離 間 し た ２ つ  
の 列 の 間 の 間 隙 を 安 定 さ せ る こ と と を 含 む 、 い く つ か の 機 能 を 果 た す 。
【 ０ ０ ５ ５ 】



10

20

30

40

50

JP 2023-552454 A 2023.12.15(12)

　 次 に 、 一 連 の ス ペ ー サ ４ ０ は 、 ス ペ ー サ ３ ８ の 右 に 配 置 さ れ 、 よ り 大 き な サ イ ズ の レ ン  
チ ま た は 他 の 工 具 を 保 持 す る 。 最 後 の ス ペ ー サ ４ ０ は 、 本 体 ２ ２ に 接 続 さ れ 、 そ れ が 次 に  
標 準 的 な ス ペ ー サ ３ ２ お よ び 第 ２ の 本 体 ２ ２ に 並 列 に 接 続 さ れ 、 そ れ に よ り 、 工 具 ホ ル ダ  
は こ こ で は 本 体 ２ つ 分 の 幅 で あ る 。 上 述 し た よ う に 、 こ れ は 、 工 具 ホ ル ダ ２ ０ が よ り 長 い  
工 具 、 例 え ば の こ ぎ り を 収 容 す る こ と を 可 能 に す る 。 ２ つ の 標 準 ス ペ ー サ ３ ２ が 、 第 １ の  
２ 列 の 本 体 ２ ２ と 第 ２ の ２ 列 の 本 体 ２ ２ と の 間 に 介 在 し て い る 。 そ の よ う な 第 ２ の ２ 列 の  
本 体 ２ ２ は 、 第 １ の ２ 列 の 傾 斜 し た 本 体 １ ２ ２ に 接 続 さ れ 、 そ れ が 次 に 第 ２ の ２ 列 の 傾 斜  
し た 本 体 １ ２ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ の 次 に 、 工 具 ホ ル ダ の 左 端 で 第 １ の 本 体 ２ ２ と 整 列 し て い る 傾 斜 し た 本 体 １ ２ ２ は 、  
図 １ に 示 す よ う に プ ラ イ ヤ Ｐ を 支 持 し て い る さ ら な る 傾 斜 し た 本 体 １ ２ ２ に 接 続 さ れ る 。  
そ の 次 に 、 ス ペ ー サ ３ ５ を 使 用 し て 、 こ の 最 後 の 傾 斜 し た 本 体 １ ２ ２ を 直 立 し た 端 部 本 体  
２ ２ と 相 互 接 続 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ２ は 、 互 い に 並 列 関 係 で 接 続 さ れ 、 一 対 の 標 準 ス ペ ー サ ３ ２ に よ っ て さ ら な る 本 体 ２  
２ に 接 続 さ れ た 、 直 立 し た 本 体 ２ ２ を 示 す 。 直 立 し た 本 体 ２ ２ お よ び １ ２ ２ は 、 様 々 な ス  
ペ ー サ ３ ２ ～ ４ ０ と 無 数 の 組 み 合 わ せ で 相 互 接 続 す る こ と が で き る こ と が 理 解 さ れ よ う 。  
ま た 、 理 解 さ れ 得 る よ う に 、 工 具 ホ ル ダ ２ ０ は 、 Ｄ Ｉ Ｙ 愛 好 家 の 実 質 的 に す べ て の 工 具 を  
安 定 し た 状 態 で 保 持 す る の に 十 分 に モ ジ ュ ー ル 式 で あ る 。 さ ら に 、 工 具 ホ ル ダ ２ ０ は 、 異  
な る 引 き 出 し ま た は 他 の 空 間 に 適 合 す る よ う に 、 ま た は 異 な る 工 具 セ ッ ト を 保 持 す る よ う  
に 、 容 易 に 再 構 成 す る こ と が で き る 。 こ れ に 関 し て 、 工 具 ホ ル ダ 本 体 お よ び ス ペ ー サ の 舌  
部 ２ ８ は 、 工 具 ホ ル ダ 本 体 ま た は ス ペ ー サ の 隣 接 す る 溝 ３ ０ と 確 実 に 係 合 す る よ う に 好 都  
合 に 摺 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 図 １ １ お よ び 図 １ ２ を 参 照 す る と 、 工 具 ホ ル ダ の 実 施 形 態 ２ ０ ０ が 示 さ れ て い る  
。 工 具 ホ ル ダ ２ ０ ０ は 、 本 体 ２ ２ お よ び １ ２ ２ と 構 造 的 に 同 様 で あ る 直 立 し た 本 体 ２ ２ ２  
お よ び 斜 め の 本 体 ２ ２ ４ を 含 み 、 各 々 が 、 本 体 の 基 部 に 形 成 さ れ た 溝 と 、 隣 接 す る 本 体 の  
ま た は 工 具 支 持 ス ペ ー サ ３ ２ 、 ３ ４ 、 ３ ５ 、 ３ ６ 、 ３ ８ 、 お よ び ４ ０ の 溝 内 に 係 合 す る よ  
う に 基 部 か ら 突 出 す る 舌 部 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 し か し な が ら 、 工 具 ホ ル ダ ２ ０ ０ と 工 具 ホ ル ダ ２ ０ の 違 い の １ つ は 、 本 体 ２ ２ ２ と 本 体  
２ ２ ４ と が 互 い に 並 列 関 係 で 接 続 さ れ る よ う に は 設 計 さ れ て い な い こ と で あ る 。 む し ろ 、  
本 体 ２ ２ ２ お よ び 本 体 ２ ２ ４ の Ｕ 字 形 ラ イ ザ ２ ２ ５ は 、 本 体 脚 部 ２ ３ ０ の 内 側 に 沿 っ て 上  
方 に 延 び る 横 ウ ェ ブ ２ ２ ８ と 相 互 接 続 さ れ た 離 間 し た 面 フ ラ ン ジ ２ ２ ６ と 、 面 フ ラ ン ジ ２  
２ ６ の ブ リ ッ ジ 部 分 ２ ３ ４ を 横 方 向 に 相 互 接 続 す る 中 央 ウ ェ ブ ２ ３ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。  
さ ら な る ウ ェ ブ ２ ３ ６ は 、 面 フ ラ ン ジ の ブ リ ッ ジ 部 分 の 下 縁 部 分 を 相 互 接 続 し て ウ ェ ブ ２  
２ ８ と 協 働 し 、 Ｕ 字 形 ラ イ ザ ２ ２ ５ の た め の 連 続 し た 内 壁 を 形 成 し 、 そ れ に よ っ て 本 体 ２  
２ ２ お よ び ２ ２ ４ に 著 し い 構 造 的 完 全 性 を 付 加 す る 。 実 質 的 に す べ て の 他 の 点 で 、 工 具 ホ  
ル ダ 本 体 ２ ２ ２ お よ び ２ ２ ４ は 、 上 述 し た 工 具 ホ ル ダ 本 体 ２ ２ お よ び １ ２ ２ と 構 造 お よ び  
機 能 が 類 似 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 例 示 的 な 実 施 形 態 を 図 示 お よ び 説 明 し た が 、 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と  
な く 、 様 々 な 変 更 を 行 う こ と が で き る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 例 え ば 、 ラ イ ザ ２ ４ は 、 間 に  
間 隙 ５ ３ を 画 定 す る 離 間 し た 脚 部 ５ ２ で 構 成 さ れ る の で は な く 、 本 体 の 幅 に わ た っ て 延 在  
す る 連 続 部 材 と し て 構 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 間 隙 ５ ３ の 対 向 す る 両 側 に 並 列 関 係  
で ２ つ の ス ペ ー サ ３ ２ ～ ４ ０ を 利 用 す る の で は な く 、 ス ペ ー サ は 本 体 ２ ２ ま た は １ ２ ２ の  
全 幅 に わ た っ て 延 在 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 ス ペ ー サ ３ ２ ～ ４ ０ の 並 列 の 間 隔 を 維 持  
す る た め に 本 体 ２ ２ ま た は １ ２ ２ を 必 要 と す る 必 要 性 が 低 減 さ れ る 。 ま た 、 ス ペ ー サ ３ ２  
～ ４ ０ の 上 面 は 、 他 の 種 類 の 工 具 、 ま た は 上 述 し た も の と は 異 な る サ イ ズ の 工 具 を 受 け 入  
れ て 支 持 す る よ う に 、 他 の 輪 郭 で あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ６ １ 】
　 一 例 と し て 、 舌 部 ２ ８ お よ び 溝 ３ ０ は 、 円 形 断 面 と し て 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、  
舌 部 お よ び 溝 は 、 舌 部 の 全 体 サ イ ズ （ 幅 ／ 厚 さ ） が 溝 開 口 部 の 幅 よ り も 大 き い 限 り 、 三 角  
形 、 卵 形 、 正 方 形 、 長 方 形 な ど の 他 の 断 面 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】
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【 図 ３ Ｃ 】 【 図 ３ Ｄ 】

【 図 ３ Ｅ 】 【 図 ３ Ｆ 】
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【 図 ３ Ｇ 】 【 図 ３ Ｈ 】

【 図 ４ Ａ 】 【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ４ Ｃ 】 【 図 ４ Ｄ 】
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【 図 ４ Ｅ 】 【 図 ４ Ｆ 】

【 図 ４ Ｇ 】 【 図 ４ Ｈ 】

【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ５ Ｃ 】 【 図 ５ Ｄ 】

【 図 ５ Ｅ 】 【 図 ５ Ｆ 】
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【 図 ５ Ｇ 】 【 図 ５ Ｈ 】

【 図 ６ Ａ 】 【 図 ６ Ｂ 】
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【 図 ６ Ｃ 】 【 図 ６ Ｄ 】

【 図 ６ Ｅ 】 【 図 ６ Ｆ 】
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【 図 ６ Ｇ 】 【 図 ６ Ｈ 】

【 図 ７ Ａ 】 【 図 ７ Ｂ 】



10

20

30

40

50

JP 2023-552454 A 2023.12.15(21)

【 図 ７ Ｃ 】 【 図 ７ Ｄ 】

【 図 ７ Ｅ 】 【 図 ７ Ｆ 】
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【 図 ７ Ｇ 】 【 図 ７ Ｈ 】

【 図 ８ Ａ 】 【 図 ８ Ｂ 】
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【 図 ８ Ｃ 】 【 図 ８ Ｄ 】

【 図 ８ Ｅ 】 【 図 ８ Ｆ 】

【 図 ８ Ｇ 】 【 図 ８ Ｈ 】
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【 図 ９ Ａ 】 【 図 ９ Ｂ 】

【 図 ９ Ｃ 】 【 図 ９ Ｄ 】
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【 図 ９ Ｅ 】 【 図 ９ Ｆ 】

【 図 ９ Ｇ 】 【 図 ９ Ｈ 】
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【 図 １ ０ Ａ 】 【 図 １ ０ Ｂ 】

【 図 １ ０ Ｃ 】 【 図 １ ０ Ｄ 】
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【 図 １ ０ Ｅ 】 【 図 １ ０ Ｆ 】

【 図 １ ０ Ｇ 】 【 図 １ ０ Ｈ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 8 月 8 日 ( 2 0 2 3 . 8 . 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 さ お よ び 幅 を 規 定 す る 、 上 向 き に 延 在 す る 少 な く と も １ つ の 本 体 で あ っ て 、 前 記 本 体  
が 基 部 を 備 え 、 前 記 ラ イ ザ が 前 記 基 部 か ら 上 向 き に 延 在 し 、 前 記 ラ イ ザ が 前 記 本 体 の 前 記  
幅 お よ び 高 さ を 規 定 す る 、 本 体 と 、
　 高 さ お よ び 幅 を 規 定 す る 少 な く と も １ つ の ス ペ ー サ で あ っ て 、 前 記 ス ペ ー サ が 基 部 を 備  
え る 、 ス ペ ー サ と 、
　 前 記 本 体 基 部 お よ び 前 記 ス ペ ー サ 基 部 は 各 々 、 そ の 中 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の 水  
平 の 溝 と 、 隣 接 す る 本 体 基 部 ま た は ス ペ ー サ 基 部 の 溝 内 に 係 合 可 能 で あ る よ う に 前 記 本 体  
基 部 お よ び 前 記 ス ペ ー サ 基 部 か ら 突 出 す る 少 な く と も １ つ の 水 平 の 舌 部 と を 規 定 し 、
　 隣 接 す る 本 体 の 間 に 配 置 可 能 で 前 記 隣 接 す る 本 体 の 間 の 工 具 を 保 持 す る た め の 少 な く と  
も １ つ の ス ペ ー サ と 、
　 を 備 え る 、 モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 本 体 ラ イ ザ が 、
　 前 記 本 体 基 部 か ら 上 向 き に 延 在 す る 、 横 方 向 に 離 間 し た 脚 部 で あ っ て 、 前 記 脚 部 が そ れ  
ら の 間 に 間 隙 を 画 定 し 、 前 記 脚 部 と 前 記 間 隙 が 前 記 本 体 の 前 記 幅 を 規 定 す る 、 脚 部 と 、
　 前 記 本 体 基 部 か ら 遠 位 の 位 置 で 前 記 離 間 し た 脚 部 に ま た が る ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン と 、
　 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 脚 部 が 上 端 部 を 有 し 、
　 前 記 ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン が 前 記 脚 部 の 前 記 上 端 部 に ま た が る 、
　 請 求 項 ２ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 脚 部 が 幅 を 有 し 、 前 記 ス ペ ー サ が 前 記 脚 部 の 前 記 幅 に 対 応 す る 幅 で あ る 、 請 求 項 ２
ま た は ３ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 向 き に 開 い た 溝 が 、 工 具 を 下 向 き に 受 け 入 れ る た め に 前 記 ス ペ ー サ に 形 成 さ れ る 、 請  
求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 上 向 き に 開 い た 溝 が 、 側 面 お よ び 溝 基 部 に よ っ て 画 定 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の モ  
ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 上 向 き に 開 い た 溝 の 前 記 側 面 が 傾 斜 し て い る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具  
ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 本 体 が 、 前 記 本 体 基 部 か ら 突 出 す る 一 体 型 ス ペ ー サ セ ク シ ョ ン を 備 え 、 前 記 少 な く  
と も １ つ の 水 平 の 溝 が 前 記 一 体 型 ス ペ ー サ セ ク シ ョ ン に 形 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の  
水 平 の 舌 部 が 前 記 本 体 基 部 か ら 突 出 す る 、 請 求 項 １ － ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の モ ジ ュ ー  
ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 本 体 ラ イ ザ が 、 側 縁 部 と 、 前 記 ラ イ ザ 側 縁 部 に 沿 っ て 延 在 す る 上 向 き の 溝 と を 画 定  
す る 、 請 求 項 １ － ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 隣 接 す る 本 体 の 前 記 ラ イ ザ を 互 い に 並 列 関 係 で 相 互 接 続 す る た め に 前 記 ラ イ ザ 側 縁 部 に  
沿 っ て 延 在 す る 前 記 上 向 き の 溝 に 係 合 可 能 な コ ネ ク タ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の  
モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 コ ネ ク タ が 、 並 列 の 舌 部 セ ク シ ョ ン を 規 定 す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式  
工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ラ イ ザ が 、 前 記 本 体 基 部 か ら 斜 め の 向 き で 上 向 き に 延 在 す る 、 請 求 項 １ － １ １ の い  
ず れ か １ 項 に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 本 体 が 、 前 記 本 体 基 部 か ら 突 出 す る 一 体 型 ス ペ ー サ セ ク シ ョ ン を 備 え 、 前 記 少 な く  
と も １ つ の 水 平 の 溝 が 前 記 ス ペ ー サ セ ク シ ョ ン に 形 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ の 水 平 の
舌 部 が 前 記 本 体 基 部 か ら 突 出 す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 高 さ お よ び 幅 を 規 定 す る 、 上 向 き に 延 在 す る 少 な く と も １ つ の 本 体 で あ っ て 、 前 記 本 体  
が 、 各 々 上 向 き に 延 在 し 基 部 セ ク シ ョ ン を 形 成 す る 、 横 方 向 に 離 間 し た 脚 部 と 、 脚 部 基 部  
セ ク シ ョ ン か ら 離 間 し た 位 置 で 前 記 離 間 し た 脚 部 に ま た が る ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン と を 備 え  
る 、 本 体 と 、
　 高 さ お よ び 幅 を 規 定 す る 少 な く と も １ つ の 工 具 支 持 ス ペ ー サ で あ っ て 、 前 記 ス ペ ー サ が  
基 部 セ ク シ ョ ン を 備 え る 、 ス ペ ー サ と 、
　 前 記 本 体 お よ び 前 記 ス ペ ー サ の 基 部 セ ク シ ョ ン は 各 々 、 そ の 中 に 形 成 さ れ た 少 な く と も  
１ つ の 水 平 の 溝 と 、 隣 接 す る 本 体 ま た は ス ペ ー サ の 基 部 セ ク シ ョ ン の 溝 内 に 係 合 可 能 で あ  
る よ う に 前 記 本 体 お よ び 前 記 ス ペ ー サ の 基 部 セ ク シ ョ ン か ら 突 出 す る 少 な く と も １ つ の 水  
平 の 舌 部 と を 規 定 し 、
　 隣 接 す る 本 体 の 間 に 工 具 を 支 持 す る た め に 前 記 隣 接 す る 本 体 の 間 に 配 置 可 能 な 少 な く と  
も １ つ の ス ペ ー サ と 、
　 を 備 え る 、 モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 脚 部 が 、 そ れ ら の 間 に 間 隙 を 画 定 し 、 前 記 脚 部 お よ び 前 記 間 隙 が 、 前 記 本 体 の 前 記  
幅 を 規 定 す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ブ リ ッ ジ セ ク シ ョ ン が 、 前 記 本 体 の 前 記 高 さ を 規 定 す る 、 請 求 項 １ ４ ま た は １ ５ に  
記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
上 向 き に 開 い た 溝 が 工 具 を 下 向 き に 受 け 入 れ る た め に ス ペ ー サ の 前 記 上 面 に 設 け ら れ る 、  
請 求 項 １ ４ － １ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 上 向 き に 開 い た 溝 は 側 面 と 溝 底 に よ っ て 規 定 さ れ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル  
式 工 具 ホ ル ダ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 溝 の 側 面 は 傾 斜 し て い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の モ ジ ュ ー ル 式 工 具 ホ ル ダ 。
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